
＜シリーズ　なるほど公共事業　Ｎｏ２１＞

●水戸北スマートＩＣ社会実験は、全国初の高速道路
　本線直結型の社会実験です。
●利用者アンケートでは、８割以上が５分以上の時間
　短縮効果があったとしており、大変好評です。
●利用者の９４％が、今後も水戸北スマートＩＣを利
　用する意向を示しており、既に利用交通量も１日あ
　たり１，０００台を越えています。

ヘッドランド

全国初の本線直結型水戸北スマートインターチェンジでは、
社会実験開始後３ヶ月で利用台数が１，０００台／日を突破

【概　要】
　　◇実　施　場　所：常磐自動車道と国道１２３号との交差部
　　　　　　　　　　　（水戸ＩＣと那珂ＩＣのほぼ中間）
　　◇実　施　期　間：平成１８年９月２５日（月）から
　　　　　　　　　　　平成１９年３月３１日（金）まで
　　◇運　用　時　間：２４時間　
　　◇対　象　車　種：ＥＴＣ搭載の全車種（けん引車・二輪車を除く）
　　◇運　用　形　態：東京方面乗り降り限定
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利用交通量の推移
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